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１．はじめに

 大林組では，各種施工管理で利用する複数のアプリケーション（以下, アプリ）のデータを連携し, そのデ

ータ活用を促進する施工管理データ・システム連携基盤「Confinix」を開発した 1)，2)（図-1）．Confinix は,

建設現場の BIM/CIMといった設計情報, 点群データなどの環境情報, 人や建機の位置情報を統合管理, 3D 描

写が可能である．さらに,アプリ開発において, API（ソフトウェアやプログラム, Web サービスの間をつなぐ

もの）を活用して各アプリとの双方向，各アプリ間での横断的なデータ連携が可能である.

 本稿では，安全管理や進捗管理を目的として，作業員の位置や動線情報を 3Ｄ空間上に可視化する手法を検

討した結果について，報告する．

２．位置情報取得の必要性と課題

 位置情報の代表的な取得方法には全球測位衛星システム(GNSS)がある．

しかし，地下や橋梁路下など頭上が覆われた空間では GNSS の信号が受信

できないため，屋内で位置情報を取得する技術が必要になる．表-1 に，

屋内位置測位技術の比較表を示す．様々な技術はあるが，現場内に複数の

送受信機や通信設備の設置，日々変わる現場の状況に応じた機材の再設

置，機材の価格や維持費，取得する位置情報の精度などの観点で課題が多

い．筆者らは，その中からカメラ画像から自己位置を推定する技術である

Visual SLAM(Simultaneous Localization and Mapping)技術に着目した．

市販の小型単眼カメラをヘルメットに装着し，その映像から自己位置を推

定した座標を Web サーバー経由で Unity（ゲームエンジン）で構築した 3D

ビューワにリアルタイム描写する技術を開発し，Confinix に実装した．

 なお，選定したカメラは Safie(株)の Safie Pocket2 とアサヒリサーチ

(株)のヘルメットカメラ Driveman SP-10 である．前者の選定理由は，現

在遠隔臨場で使用しており，装着性や画質，耐環境性，撮影データのリア

キーワード CPS, デジタルツイン,データ・システム連携基盤, DX, 位置情報，Visual SLAM
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表-1 屋内位置測位技術の比較
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VI-79 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-79 -



ルタイム送信，他現場への展開性で優れていたためである．後者は，装着性や画質，費用，小型性，動作時間

で優れていたためである．

３．実現場での作業員位置情報の取得結果

 鉄道高架化工事に従事する 30 名の作業員に，ヘル

メットカメラ SP-10 を 7 日間装着し，データを取得

した．合計 210件の映像データの内，3 時間以上の撮

影データが 111件（53％），3 時間未満の撮影データ

もしくは撮影されていないものが 99 件（47％）とな

った．これは，休憩やトイレ後に OFF のままでの作

業継続，誤操作，故障を懸念した雨天時の取り外しな

どが理由であった．これらの操作性や耐環境性につ

いては，今後の運用に向けて解決すべき課題と考え

ている．

 さらに，取得した映像データから位置情報の解析

をした結果，解析可能なデータが 102 件（49％）（図

-2），解析結果が不安定なデータが 49 件（23％），解

析できないデータが 59 件（28％）（図-3）となった．

解析が不安定もしくは解析できないデータとなった

理由は下記の通りである．

・夜間の撮影や暗所での撮影になったことで，対象

が映像に捉えられなかったこと

・映像内に特徴物が映っていなかったこと

解析可能なデータをConfinixで可視化した結果を図

-4 に示す．

 また，装着した作業員にアンケートをとった結果，

下記の課題が得られた．

・ヘルメット装着形は，頭上が重くなり，作業の邪魔

になる．また，カメラ本体が突起形状のため，足場

などに引っ掛かりやすい．

・もともと作業用で装着しているヘッドライトに追

加でカメラを装着することになるため，一体型に

するなど装着物を減らしてほしい．

４．おわりに

 周辺環境の影響を受ける点，ヘルメットカメラが作業の邪魔になる点，解析できない場面が多々ある点など，

実際の位置情報の安定取得にはまだ課題がある．Confinix が施工段階において業界全体で活用できる「施工

管理データ・システム連携基盤」になることを目指し，位置情報の取得に対して，Visual SLAMの性能向上だ

けでなく，複数の位置情報取得機器の併用など，現場での試行を繰り返して，作業員の負担にならず，かつ必

要な情報を取得できるよう，研究開発を進めたい．
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図-4 作業員位置情報の可視化状況

図-3 自己位置を捕捉できていない状態

図-2 自己位置を捕捉できている状態
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